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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
当
協
会
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
一
方
な
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

わ
が
国
の
社
会
経
済
情
勢
は
、
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
医
療
・
年
金
と
い
っ
た
社
会
保
障
制
度
は
、
常

に
国
民
の
最
重
要
関
心
事
項
と
な
っ
て
お
り
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
社
会
経
済
機
構
が
変
化
す
る
中
で
、

将
来
的
に
よ
り
安
定
し
た
社
会
保
障
制
度
の
確
立
に
多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
健
康
保
険
の
保
険
者
で
あ
る
全
国
健
康
保
険
協
会
茨
城
支
部
や
公
的
年
金
業
務
を
担
う
日
本
年
金

機
構
年
金
事
務
所
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
社
会
保
険
制
度
の
普
及
・
広
報
宣
伝
活
動
を
は
じ
め
、
福
利
厚
生
事
業

を
積
極
的
に
行
い
、
被
保
険
者
と
そ
の
家
族
の
皆
様
の
健
康
増
進
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
広
報
誌
「
社
会
保
険
い
ば
ら
き
」
の
毎
月
発
行
の
ほ
か
、
職
場
内
に
お
け
る
指
導
講
習
会
及
び
健
康

相
談
な
ど
に
よ
る
健
康
づ
く
り
事
業
、
各
種
説
明
会
・
事
務
講
習
会
へ
の
協
力
、
年
金
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
や
施
設
利

用
補
助
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
協
会
事
業
の
重
要
性
を
鑑
み
、
役
職
員
一
同
、
決
意
を
新
た
に
精
励
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層

の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
ご
健
勝
と
、
貴
社
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

財
団
法
人
茨
城
県
社
会
保
険
協
会　
会
長　
　

寺　

門　

一　

義

平

成

二

十

二

年

新
春
を
迎
え
て
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
し

い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
新
た
に
発
足
し
た
「
日
本
年
金
機
構
」

の
北
関
東
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。

　

す
で
に
ご
案
内
の
と
お
り
、「
日
本
年
金
機
構
」

は
公
的
年
金
の
適
正
な
運
営
と
国
民
の
信
頼
の
確
保

を
図
る
た
め
、
社
会
保
険
庁
を
廃
止
し
、
非
公
務
員

型
の
公
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
た
新
し
い
組
織
で

す
。

　
「
日
本
年
金
機
構
」
は
、
国
民
の
意
見
を
反
映
し

つ
つ
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
業
務
運
営
の
効
率
化
並
び
に
業
務
運
営
に

お
け
る
公
正
性
及
び
透
明
性
の
確
保
に
努
め
る
こ
と

を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
〇
〇
〇
人

規
模
の
民
間
企
業
経
験
者
を
新
た
に
加
え
る
な
ど
、

組
織
も
生
ま
れ
変
わ
り
、
今
ま
で
以
上
に
職
員
一
人

日
本
年
金
機
構
北
関
東
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
長　
　

田　

口　

芳　

夫

日
本
年
金
機
構
北
関
東
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
長

就
任
の
ご
挨
拶

ひ
と
り
も
記
録
の
適
正
管
理
等
、
強
い
使
命
感
を

も
っ
て
業
務
に
あ
た
る
べ
く
気
持
ち
を
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

従
来
、
各
県
（
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
埼
玉
・
新

潟
・
長
野
）
に
あ
っ
た
社
会
保
険
事
務
局
は
、
北
関

東
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
（
所
在
地
・
さ
い
た
ま
市
）

と
し
て
一
つ
に
集
約
さ
れ
ま
し
た
が
、「
年
金
事
務

所
」
と
名
称
の
変
わ
っ
た
社
会
保
険
事
務
所
は
所
在

地
等
に
変
更
は
な
く
、
今
ま
で
ど
お
り
年
金
相
談
等

の
窓
口
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

年
金
記
録
問
題
の
対
応
等
、
課
題
も
多
く
あ
り
ま

す
が
、
公
的
年
金
制
度
は
従
来
ど
お
り
国
が
財
政
・

管
理
運
営
責
任
を
負
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

事
業
主
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
方
々
に

お
か
れ
ま
し
て
は
日
本
年
金
機
構
の
業
務
運
営
に
対

し
、
今
後
も
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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去
る
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十

一
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
四
十

二
回
社
会
保
険
委
員
大
会
に
お
き

ま
し
て
、
名
誉
あ
る
厚
生
労
働
大

臣
賞
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
は
、
身

に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
受
賞
の
重

さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

社
会
保
険
庁
長
官
表
彰

佐
々
木
興
業
株
式
会
社

井　

上　
　
　

昇

　

去
る
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十

一
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
四
十

二
回
社
会
保
険
委
員
大
会
に
お
き

ま
し
て
、
社
会
保
険
庁
長
官
表
彰

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
栄

誉
な
こ
と
で
あ
り
受
賞
の
重
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
茨
城
社
会

保
険
事
務
局
を
は
じ
め
、
社
会
保

ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
社
会
保
険
事

務
局
を
は
じ
め
、
社
会
保
険
事
務

所
並
び
に
社
会
保
険
委
員
の
皆
様

方
の
ご
指
導
と
ご
厚
情
の
賜
物
と

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

険
事
務
所
並
び
に
、
社
会
保
険
委

員
の
皆
様
方
の
ご
指
導
の
賜
物
と

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
社
会
保
険
制
度
は
、
国

民
生
活
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い

制
度
で
あ
り
、
長
寿
高
齢
化
社
会

で
は
生
活
の
安
定
と
老
後
を
支
え

る
重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
お

り
、
今
後
さ
ら
に
充
実
し
た
内
容

に
移
行
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま

日
本
年
金
機
構
と
事
業
主
、社
員
、

被
扶
養
者
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

密
接
な
連
絡
を
取
り
な
が
ら
社
会

保
険
に
関
す
る
手
続
き
等
の
正
確

か
つ
迅
速
そ
し
て
丁
寧
に
優
し
く

指
導
、
相
談
、
広
報
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
受
賞
を
機

に
使
命
の
重
要
性
を
再
認
識
し

て
、
社
会
保
険
事
業
の
発
展
と
円

滑
な
運
営
の
た
め
、
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
誠
心
誠
意
努
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
関
係
者
皆
様
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
受
賞
の
お
礼

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

社
会
保
険
制
度
は
、
国
民
生
活

に
深
く
定
着
し
、
生
活
の
安
定
と

老
後
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
お
り
、
私
自
身
も
肌
で
感

じ
る
毎
日
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
我
が
国
で
は
人
々
の
価
値

観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化

が
み
ら
れ
ま
す
が
、
日
頃
の
生
活

習
慣
が
そ
の
人
の
心
と
体
に
影
響

を
与
え
ま
す
の
で
職
場
で
心
の
健

康
を
育
て
る
よ
う
心
掛
け
て
お
り

ま
す
。

　

又
、
今
後
は
自
然
と
人
間
、
動

物
と
人
間
、
全
て
の
物
と
人
間
が

「
共
生
」
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
一
月
よ
り
社
会
保
険
庁
の

廃
止
に
伴
い
新
た
に
日
本
年
金
機

構
が
設
立
さ
れ
、
社
会
保
険
事
務

所
も
年
金
事
務
所
に
生
ま
れ
変
わ

り
、
社
会
保
険
委
員
も
年
金
委
員

と
な
り
ま
す
が
、
社
会
保
険
事
業

の
発
展
と
円
滑
な
運
営
に
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
後
と
も
関
係
者
皆
様
の
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
受
賞
の
お

礼
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

西
村
パ
ン
有
限
会
社

西　

村　

初　

枝

社会保険委員表彰に
よせて

す
。

　

ま
た
、
本
年
一
月
よ
り
行
財
政

改
革
の
一
環
と
し
て
社
会
保
険
庁

が
民
営
化
さ
れ
、
日
本
年
金
機
構

と
な
り
、
社
会
保
険
事
務
所
が
年

金
事
務
所
、
社
会
保
険
委
員
も
年

金
委
員
と
名
称
が
変
わ
り
、
私
ど

も
「
職
域
型
」
年
金
委
員
は
主
に

厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業
所
内

で
の
活
動
と
な
り
ま
す
。
社
会
保

険
委
員
と
し
て
茨
城
県
知
事
よ
り

委
嘱
を
受
け
て
十
数
年
、
社
員
の

各
種
届
出
等
に
携
わ
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
そ
の
使
命
は
今
ま
で

と
同
様
で
あ
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
制
度
が
多
様
に
改
変

さ
れ
日
々
勉
強
の
繰
り
返
し
で
す

が
今
後
も
全
国
健
康
保
険
協
会
や
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協会けんぽからのお知らせ

「医療費のお知らせ」をお送りします
　協会けんぽでは、加入者の皆さまの健康に対する意識を高めていただ
くことと、医療保険事業の健全な運営を目的として「医療費のお知らせ」
を送付しています。
●協会けんぽが平成21年７月から平成21年11月までの間に診療報酬明細書等
（レセプト）を受け付けた内容を平成22年２月上旬からお送りする予定です。
※「医療費のお知らせ」は加入者本人と家族
の分を一通にまとめて記載しています。

●次の場合には、「医療費のお知らせ」が届か
ないことがあります。
・自費診療など健康保険扱いでないもの
・医療機関などからの請求が遅れているもの
・レセプトの内容を審査中のもの　等

ジェネリック医薬品をご存知ですか？

　対象となった期間、受診者氏名、診療年
月、診療区分、診療日数、医療機関名称、
医療費の総額等

　「医療費のお知らせ」は事
業所あてに一括して送付させ
ていただきますので、記号・
番号を確認のうえ開封せずに
直接、加入者本人へお渡しく
ださい。
　なお、退職等によりお渡し
できない場合は、お手数です
がそのまま協会けんぽ茨城支
部までご返送くださるようお
願いいたします。

「医療費のお知らせ」に関するお問い合わせは
　　全国健康保険協会　茨城支部　レセプトグループ　☎029-303-1583

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、
先発医薬品（新薬）の特許が切れた後に販売
される、先発医薬品と同じ有効成分、同じ効
能・効果をもつ医薬品のことです。

　医薬品は開発に費用が多くかかりますが、開発
期間が短くて済むジェネリック医薬品は安価とな
っています。薬代として３割以上、中には５割以
上安くなる薬もあります。

　ジェネリック医薬品には、これまで効き目や安
全性が実証されてきたお薬と同等と確認された上
で、製造、販売が許可されています。

　ジェネリック医薬品を希望される場合には、医
師、薬剤師にご相談ください。

薬代が安くなります

安全性も品質も変わりません

ジェネリック医薬品を使用するには

●ジェネリック医薬品は医療用薬品ですので、病院や診療
所の医師による処方箋が必要です。
●平成20年４月から、処方箋の様式が変更になり、「後発
医薬品への変更不可」という欄に医師の署名がない限り、
患者の選択に基づきジェネリック医薬品の調剤が可能と
なりました。
●すべての薬にジェネリック医薬品があるわけではありま
せん。また、薬局に在庫がない場合などは、ジェネリッ
ク医薬品に切り替えられない場合もあります。

　上記「医療費のお知らせ」
に『ジェネリック医薬品希
望カード』（希望カード）
を同封しております。
　「希望カード」の送付ご
希望の方は協会けんぽ茨城
支部までご連絡ください。

『ジェネリック医薬品希望カード』を
送付します

ジェネリック医薬品に関するお問い合わせは
　　全国健康保険協会　茨城支部　企画総務グループ　☎029-303-1580
協会けんぽ茨城支部ホームページ　http://www.kyoukaikenpo.or.jp/13,0,79.html

医師や薬剤師に伝えやすくするため、協会けんぽの窓口で「希望カード」を配布しております。
希望カードの使い方等については、協会けんぽ茨城支部ホームページをご覧ください。



二
月
の

年
金
相
談
所
開
設

◎
水
戸
北
年
金
事
務
所

　

十
六
日
㈫　

大
子
町
役
場

　

十
八
日
㈭　

常
陸
大
宮
市
役
所

◎
水
戸
南
年
金
事
務
所

年
金
事
務
所
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　

十
日
㈬　
鹿
嶋
市
商
工
会
本
所

二
十
四
日
㈬　
神
栖
市
商
工
会
本
所

◎
土
浦
年
金
事
務
所

　
　

四
日
㈭　

取
手
市
商
工
会

　
　

五
日
㈮　

石
岡
商
工
会
議
所

　

十
九
日
㈮　

龍
ヶ
崎
市
商
工
会

◎
下
館
年
金
事
務
所

年
金
事
務
所
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
河
市
の
み
）

　

十
七
日
㈬　

古
河
商
工
会
議
所

　

十
八
日
㈭　

常
総
市
商
工
会

◎
日
立
年
金
事
務
所

　
　

九
日
㈫　
高
萩
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間
は
、
午
前
十
時

　

か
ら
午
後
二
時
ま
で
で
す
。

日本年金機構における年金事務所の夜間・土曜日の
年金相談窓口の開設は未定です

年金事務所と事務センターの電話番号のお知らせ年金事務所と事務センターの電話番号のお知らせ
◎県下各年金事務所と茨城事務センターへは、ダイヤルインにより直接担当課へ電話がつながります。
★年金事務所のダイヤルイン番号

★茨城事務センターのダイヤルイン番号

「ねんきん定期便」に関するお問い合わせ 一般的な年金相談に関するお問い合わせ
「ねんきん定期便専用ダイヤル」

0570－058－555（ナビダイヤル）
「ねんきんダイヤル」

0570－05－1165（ナビダイヤル）

　事　務　所　名 厚生年金適用調査課 厚生年金徴収課 国民年金課 お客様相談室

水戸北年金事務所 029-231-2251 029-231-2252 029-231-2381 029-231-2282

水戸南年金事務所 029-227-3275 029-227-3276 029-227-3251 029-227-3253

土 浦 年 金 事 務 所 029-824-7163 029-824-7168 029-824-7121 029-824-7169

下 館 年 金 事 務 所 0296-25-0829 0296-25-0831 0296-25-0811 0296-25-0834

日 立 年 金 事 務 所 0294-24-2191 0294-24-2192 0294-24-2125 0294-24-2193

お 客 様 相 談 室 ◆来訪相談　 ◆出張相談　 ◆電話相談

国 民 年 金 課 ◆所得に応じた収納対策　 ◆未納保険料の強制徴収　 ◆市町村との連携

厚 生 年 金 徴 収 課 ◆厚生年金保険料等の納付督励　 ◆滞納保険料に対する滞納処分

厚生年金適用調査課 ◆事業所指導、事業所調査
◆未適用事業所の職権適用

◆本部・ブロック本部との連絡調整
◆所内の庶務

管理・厚生年金適用グループ

国 民 年 金 グ ル ー プ

年 金 給 付 グ ル ー プ

TEL 029-302-3012 

TEL 029-302-3013 

TEL 029-302-3118

◆各種届書・申請書、請求書等に係る受付・審査・入力・決定
　（年金事務所での即時処理が必要なものを除く）
◆各種通知書・告知書等の作成・送付（交付）
◆各種届書・申請書、請求書等の編綴・保管
◆特別障害給付金、老齢福祉年金に関する処理
◆死亡一時金・特別一時金・脱退手当金に関する処理

※このダイヤルでは「ねんき
ん特別便」に関するお問い
合わせについてもお受けい
たします。

IP電話・PHSからは03－6700－1144
受付時間　月～金曜日　9：00～20：00
　　　　　第２土曜日　9：00～17：00

IP電話・PHSからは03－6700－1165
受付時間　月～金曜日　8：30～17：15
　　　　　ただし月曜日は19：00まで受付時間を延長
　　　　　第２土曜日　9：30～16：00（なお、祝日・12月29日～１月３日はご利用

　いただけません。） （なお、祝日・12月29日～１月３日はご利用いただけません。）
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